
日本医労連は５月１１日、全労連・国民春闘共闘
・東京春闘共闘・全国食健連に結集し、中央行
動に取り組みました。大幅賃上げや改憲阻止な
ど掲げて中央総決起集会や署名提出、各省庁へ
の要請、街頭宣伝行動などが行われました。

憲
法
い
か
し
生
活
守
れ日

比
谷
集
会

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
い
た

「
憲
法
い
か
し
、
い
の
ち
・
く
ら

し
・
雇
用
・
生
業
（
な
り
わ
い
）

守
る
中
央
総
決
起
集
会
」
で
は
、

各
団
体
の
決
意
表
明
や
行
動
提
起

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
動
提
起
で
は
、
黒
沢
幸
一
事

務
局
長
が
春
闘
前
半
の
た
た
か
い

に
ふ
れ
「
声
を
あ
げ
れ
ば
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
。
賃
上

げ
闘
争
を
強
め
、
人
事
院
勧
告
や

最
賃
闘
争
を
提
起
し
ま
し

た
。ロ

シ
ア
の
侵
略
や
、
こ
れ
に
乗

じ
た
改
憲
を
許
さ
な
い
運
動
を
広

げ
、
参
院
選
で
改
憲
勢
力
に
3
分

の
2
を
取
ら
せ
な
い
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
賃
実
現
へ

署
名
18
万
5
1
7
8
人
分
集
約

「
全
国
一
律
最
低
賃
金
の
実
現

を
求
め
る
請
願
署
名
」
提
出
行
動

で
は
、
18
万
5
1
7
8
人
分
の
署

名
を
集
約
。
紹
介
議
員
と
な
っ
た

国
会
議
員
は
2
0
1
9
年
以
来
1

1
8
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
集

会
後
、
参
加
者
は
議
員
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

労
働
ル
ー
ル
確
立
要
求

法
整
備
へ
署
名
提
出

「
非
正
規
差
別
と
長
時
間
労
働

の
解
消
を
求
め
る
請
願
署
名
」
提

出
行
動
で
は
、
1
万
3
9
1
1
人

分
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
の
米
沢
哲
書
記
次

長
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
夜
業
条
約
や
勧

告
を
示
し
「
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
に
よ
り
、
日
本
の
医
療
・
介

護
現
場
で
は
2
交
替
制
夜
勤
が
増

え
、
16
時
間
連
続
勤
務
が
許
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
。
シ
フ
ト
制
に

関
し
て
は
、
有
給
休
暇
な
ど
全
く

取
れ
な
い
登
録
へ
ル
パ
ー
の
待
遇

改
善
の
た
め
に
、
法
整
備
が
必
要

だ
と
訴
え
、
日
本
の
医
療
費
予
算

が
先
進
国
と
比
較
し
最
低
で
あ
る

こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
運
動
の
前

進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
同
日
夕
、
全
労

連
・
国
民
春
闘
共
闘
が
開
催
す
る

「
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
実

現
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
決
起
集
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

全
労
連
の
黒
澤
幸
一
事
務
局
長

は
、
春
闘
で
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
回
答
が
月
額
平
均
8
3
7
7
円

で
、
全
産
業
平
均
の
6
0
0
0
円

台
を
大
き
く
上
回
り
、
「
労
働
組

合
が
た
た
か
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
岸

田
政
権
の
賃
上
げ
事
業
は
、
回
答

の
83
％
が
一
時
的
な
手
当
支
給
に

と
ど
ま
り
、
不
十
分
だ
と
指
摘
。

「
対
象
が
限
定
的
で
職
場
に
分
断

を
持
ち
込
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、

職
場
の
団
結
と
全
国
的
な
運
動
で

は
ね
返
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
成
果

北
海
道
勤
医
労
も
な
み
支
部
の

柴
田
豊
さ
ん
は
、
「
署
名
、
記
者

会
見
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
社
会
的

注
目
を
集
め
る
行
動
に
取
り
組

み
、
介
護
職
で
月
額
5
0
0
0
円

の
ベ
ア
な
ど
を
勝
ち
取
っ
た
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

全
労
災
の
浅
山
麻
実
書
記
長

は
、
「
看
護
師
以
外
に
も
支
給
す

る
よ
う
求
め
た
が
、
1
人
あ
た
り

月
2
8
0
0
円
〜
3
0
0
0
円
程

度
に
な
っ
た
。
職
場
の
分
断
を
生

ま
ず
、
十
分
な
金
額
に
前
進
す
る

た
め
、
運
動
を
強
め
る
」
と
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

連
帯
あ
い
さ
つ
に
は
、
自
民
党

の
石
田
昌
宏
参
院
議
員
、
日
本
共

産
党
の
倉
林
明
子
参
院
議
員
、
宮

本
徹
衆
院
議
員
、
維
新
の
会
の
一

谷
勇
一
郎
衆
院
議
員
が
駆
け
付
け

ま
し
た
。

労
働
組
合
は
組
合

員
数
の
ピ
ー
ク
だ
っ

た
90
年
代
の
60
％
台

に
減
少
さ
せ
な
が
ら

も
少
数
精
鋭
の
活
動

で
悪
政
と
対
決
し
て

き
ま
し
た
。た
だ
、一

部
の
活
動
家
が
頑
張
る
活
動
ス
タ

イ
ル
で
組
合
員
数
を
回
復
さ
せ
、

ピ
ー
ク
を
突
破
で
き
る
で
し
ょ
う

か
▼
活
気
の
あ
る
職
場
で
は
連
日

行
わ
れ
る
会
議
で「
報
告
と
方
針
」

を
役
員
だ
け
が
発
言
す
る
運
営
を

抜
本
的
に
改
革
し
、
全
出
席
者
が

意
見
を
出
し
合
い
、
変
化
を
つ
く

る
原
動
力
と
し
て
い
ま
す
。
欧
米

の
教
育
現
場
で
は
例
え
間
違
っ
て

い
て
も
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
他
者

と
の
違
い
を
認
め
、
一
致
点
を
共

有
す
る
こ
と
が
、
個
人
と
社
会
の

成
長
に
は
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
す

▼
労
働
者
が
社
会
運
動
に
参
加

し
、
社
会
に
変
化
を
生
み
出
す
た

め
に
動
き
出
す
瞬
間
と
は
ど
ん
な

時
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
抱
え
る

問
題
に
共
感
し
て
も
ら
い
、
解
決

の
た
め
に
行
動
す
る
仲
間
と
出
会

い
、
安
心
し
て
議
論
し
合
え
る
環

境
が
担
保
さ
れ
た
と
き
で
す
▼
筆

者
の
地
元
組
合
で
は
、
寡
黙
な
ベ

テ
ラ
ン
や
若
手
役
員
が
活
発
に
発

言
す
る
会
議
改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
半
年
で
出
席
率
が
高
ま
り
、

成
功
体
験
が
増
え
、
運
動
方
針
作

成
に
多
く
の
役
員
が
か
か
わ
る
等

の
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
の
成
長
株
は
委
員
長
と
書
記
長

で
す
。
組
織
拡
大
で
飛
躍
す
る
に

は
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
が
、
仲

間
増
や
し
の
土
台
は
「
全
員
の
発

言
を
引
き
出
す
組
織
運
営
」と「
一

致
点
を
構
成
す
る
訓
練
の
場
所
＝

会
議
改
革
」
に
あ
る
こ
と
を
ト
ッ

プ
が
位
置
づ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
あ
り
そ
う
で
す
。
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2
0
2
2
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
・
東
京
↓
広
島
コ
ー

ス
が
、
5
月
6
日
、
東
京
・
夢
の

島
の
第
5
福
竜
丸
展
示
館
前
で
出

発
集
会
を
行
い
、
広
島
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

被
爆
地
広
島
、
長
崎
を
め
ざ
す

こ
の
行
進
は
、
全
国
11
幹
線
コ
ー

ス
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
従

来
の
産
別
リ
レ
ー
旗
を
県
境
で
引

継
ぐ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
2
0
2
2

年
に「
こ
な
つ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
」

を
各
県
で
持
ち
寄
る
ス
タ
イ
ル
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
の
参
加
者
は
、
全

医
労
、
全
厚
労
、
全
日
赤
、
全
労

災
、
東
京
医
労
連
か
ら
、
約
20
人

が
参
加
し
、
元
気
に
日
比
谷
公
園

ま
で
の
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
全

体
の
参
加
者
は
、
の
べ
3
0
0
人

を
超
え
、
東
京
の
被
爆
者
23
人
も

参
加
し
、
銀
座
の
数
寄
屋
橋
で
は

先
頭
を
歩
い
て
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

韻
を
踏
ん
だ
平
和
行
進
音
源
（
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
コ
ー
ル
）
に
、
拍
手

で
応
え
る
行
進
に
、沿
道
か
ら
は
、

子
ど
も
が
曲
に
あ
わ
せ
て
応
答
し

た
り
、
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
と

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
を
世
論
に

ロ
シ
ア
が
2
月
24
日
に
開
始
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
市

民
も
標
的
に
無
差
別
攻
撃
を
激
化

さ
せ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
ロ
シ

ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
核
兵

器
の
使
用
に

も
言
及
し
、

ロ
シ
ア
を
批

判
す
る
国
際

社
会
を
恫
喝

し
て
い
ま

す
。
国
内
で

は
、
自
民
党

や
維
新
の
会

な
ど
が
、
こ

の
侵
略
か
ら

「
核
共
有
」

や
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保

有
な
ど
、
軍

事
力
強
化
を

声
高
に
叫
び
、
憲
法
9
条
改
憲
の

策
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
、
取
り

組
ま
れ
る
今
年
の
平
和
大
行
進
で

は
、「
ロ
シ
ア
は
戦
争
や
め
ろ
」、

「
核
兵
器
は
使
用
す
る
な
」
と
声

を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
政
府

に
非
核
三
原
則
の
厳
守
と
、
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る

世
論
を
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

憲法施行75年の5月3日、全国各地で「憲
法をまもりいかそう」のアピール集会が行わ
れました。東京・有明防災公園では、「改憲
発議許さない！守ろう平和といのちとくらし
2022憲法大集会」が3年ぶりにリアル開催さ
れ、1万5000人（主催者発表）が参加しました。
ウクライナ危機に乗じ改憲・軍拡が叫ばれ

るなか、改憲の発議を許さない世論を盛り上
げ、今こそ憲法をいかし、参院選で改憲を阻
止しようと訴えました。
集会には国会議員や著名人もかけつけ、次

々にスピーチを行いました。集会の行動提起
では、米山淳子さん（5・3憲法集会実行委員
会）が、「戦争か平和かが問われるなか、市
民と野党の共闘で改憲勢力に審判を下し『憲
法改悪を許さない』の声を大きく増やしてい
きましょう」と呼びかけました。
集会後は、豊洲と台場の2コースに分かれ

てパレードを行いました。日本医労連は、「憲
法をいかして、医療と介護を守ろう」のフラ
ッグやうちわで宣伝カーをかざりながら、「コ
ロナからいのちと暮らしを守ろう」「戦争す
る国づくり反対」「憲法9条を守れ」とコー
ルをしながら青空の下アピールしました。

広広島島にに向向けけ
東東京京・・夢夢のの島島をを出出発発

５・３憲法大集会に１万５，０００人が
「憲法改悪反対」コール

５・３憲法大集会に１万５，０００人が
「憲法改悪反対」コール

平和行
進

平和行
進

▲日比谷公園まで歩き終えました

▲宣伝カーをデコレーションして
デモ行進

写真：田中章史氏撮影
（東京憲法会議）

写真：田中章史氏撮影
（東京憲法会議）

▶
3
野
党
代
表
も
激
励
参
加
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３
年
ぶ
り
に

リ
ア
ル
開
催

共
済
推
進
全
国
交
流
集

会
は
、
昨
年
は
完
全
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
3
年
ぶ
り
に

リ
ア
ル
開
催
す
る
た
め
に

準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
開
催
は
10
月
14
日
の

1
日
開
催
（
午
前
9
時
半

開
会
、
午
後
4
時
閉
会
予

定
）
と
し
て
、
宿
泊
は
夕

食
交
流
会
な
ど
行
わ
ず
、

前
泊
の
た
め
に
用
意
し
ま

す
。
会
場
参
加
は
最
大
2

0
0
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
90
ア
ク
セ
ス
で
準
備
し

ま
す
。

会
場
は
東
京
都
千
代
田

区
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
を
仮
押
さ
え
し
ま
し

た
。
会
場
の
ホ
テ
ル
は
、

銀
座
ま
で
最
寄
駅
か
ら
電

車
で
5
分
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ま
で
40
分

の
好
立
地
で
、
全
室
14
階

以
上
で
東
京
の
夜
景
を
一

望
で
き
ま
す
。

交
流
集
会
の
内
容
は
こ

れ
か
ら
具
体
化
し
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
工
夫

を
こ
ら
し
た
共
済
推
進
の

取
り
組
み
交
流
や
、
加
入

や
給
付
の
実
務
研
修
を
行

う
予
定
で
す
。

発
文
書
は
7
月
以
降
、

開
催
内
容
が
確
定
し
ま
し

た
ら
、
単
組
・
支
部
に
お

送
り
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
危
機

芸
能
人
の
自
殺
と
い
う
悲

し
い
事
件
が
相
次
い
で
起
き

ま
し
た
。
詳
細
は
不
明
で
す

が
、
精
神
的
な
悩
み
を
抱
え

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
、
精
神
疾
患
は
糖
尿

病
や
が
ん
、
心
疾
患
な
ど
を

抜
い
て
5
大
疾
患
の
ト
ッ
プ

で
、
国
民
の
30
人
に
一
人
が

罹
患
し
て
い
ま
す
。
5
人
に

一
人
が
一
生
の
う
ち
に
一
度

は
罹
患
す
る
病
気
で
、
い
わ

ば
「
当
た
り
前
」
の
病
気
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
原
因

で
、
前
述
の
よ
う
な
自
殺
や

家
庭
内
暴
力
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
引
き
籠
り
の
原
因
に

も
な
る
た
め
、
決
し
て
軽
視

し
て
は
い
け
な
い
病
気
で
も

あ
り
ま
す
。

厳
し
い
家
族
の
状
況

「
病
状
悪
化
時
に
必
要
な

支
援
が
な
い
」
「
患
者
中
心

の
医
療
に
な
っ
て
い
な
い
」

「
情
報
が
得
ら
れ
ず
困
っ

た
」
。
全
国
精
神
保
健
福
祉

会
連
合
会「
み
ん
な
ね
っ
と
」

が
実
施
し
た
調
査
か
ら
は
、

精
神
疾
患
・
精
神
障
害
者
を

抱
え
る
家
族
の
厳
し
い
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
か
ら
見
え
る
の

は
、
日
本
の
精
神
医
療
の
現

状
が
、
重
要
課
題
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
的
な

健
康
問
題
に
比
べ
て
位
置
づ

け
が
低
く
、
立
ち
遅
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
外
の
精
神
科
医
療

1
9
5
0
年
代
ま
で
は
、

精
神
疾
患
は
「
治
ら
な
い
病

気
」
で
あ
っ
た
た
め
、
海
外

の
精
神
医
療
先
進
諸
国
（
以

下
、
海
外
）
で
も
隔
離
・
収

容
の
入
院
中
心
の
精
神
医
療

で
し
た
。
し
か
し
、
抗
精
神

病
薬
の
発
見
に
よ
っ
て
治
療

が
可
能
な
病
気
と
な
り
、「
地

域
ケ
ア
」
へ
と
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は
、

入
院
中
心
の
医
療
で
常
態
化

し
て
い
た
長
期
入
院
や
虐
待

な
ど
人
権
問
題
を
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

情
も
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
ケ
ア
」
は
、
当
事

者
が
生
活
す
る
地
域
に
医
療

訪
問
チ
ー
ム
が
出
向
く
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
の
精
神
医
療
で

す
。
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

地
域
の
患
者
を
訪
問
・
治
療

を
行
い
、
た
と
え
入
院
が
必

要
に
な
っ
て
も
入
院
期
間
は

1
カ
月
以
内
と
短
期
で
済
み

ま
す
。

財
政
問
題

海
外
で
「
地
域
ケ
ア
」
へ

と
転
換
が
進
ん
だ
も
う
一
つ

の
大
き
な
理
由
が
「
財
政
問

題
」
で
し
た
。
入
院
中
心
の

精
神
医
療
に
よ
り
病
床
の
大

量
保
有
が
財
政
悪
化
を
招

き
、
「
地
域
ケ
ア
」
へ
の
移

行
が
迫
ら
れ
ま
し
た
。
入
院

医
療
に
集
中
的
に
使
用
し
て

い
た
お
金
と
人
材
を
地
域
に

移
す
こ
と
で
財
政
を
効
率
化

し
な
が
ら
訪
問
型
の
精
神
医

療
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

で
は
な
ぜ
、
抗
精
神
病
薬

の
発
見
か
ら
70
年
近
く
た
っ

た
今
も
な
お
、
日
本
は
入
院

中
心
の
医
療
か
ら
抜
け
出
せ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
も
ま
た
、
財
政
問
題
が

絡
ん
で
い
ま
す
。日
本
で
は
、

入
院
中
心
の
医
療
体
制
を
確

立
す
る
段
階
で
、
民
間
に
病

院
を
つ
く
ら
せ
る
た
め
に
安

上
が
り
の
精
神
医
療
を
選
択

し
ま
し
た
。そ
の
象
徴
が「
精

神
科
特
例
」
で
す
。
精
神
科

病
院
は
、
一
般
病
院
の
半
分

以
下
の
職
員
数
が
特
例
で
認

め
ら
れ
、
そ
の
代
償
と
し
て

診
療
報
酬
は
低
く
抑
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
状
況
は
今
も

変
わ
ら
ず
、
精
神
医
療
費
の

総
額
は
国
民
医
療
費
の
わ
ず

か
6
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
（
精

神
病
院
の
在
院
患
者
数
は
全

体
の
23
％
）
。
そ
の
た
め
国

は
、
海
外
ほ
ど
精
神
病
床
の

削
減
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

課
題
は
主
体
的
条
件

と
は
言
え
、
あ
と
数
年
で

精
神
科
病
院
の
ベ
ッ
ド
稼
働

率
は
8
割
を
切
る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
患
者
を
収
容

し
て
収
入
を
得
る
「
薄
利
多

売
型
」
の
経
営
は
行
き
詰
ま

り
を
見
せ
る
な
ど
、
「
地
域

ケ
ア
」
へ
の
転
換
の
客
観
的

条
件
は
成
熟
し
て
お
り
、
あ

と
は
私
た
ち
の
運
動
が
ど
こ

ま
で
世
論
を
広
げ
ら
れ
る
か

と
い
う
主
体
的
条
件
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

患
者
や
医
療
従
事
者
に
犠

牲
を
強
い
る
精
神
医
療
制
度

を
改
善
す
る
た
め
、
精
神
病

院
部
会
に
結
集
し
て
運
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

米
沢

哲

大
幅
増
員
・
処
遇
改
善
訴
え

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
・
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン

岡
山
は
民
医
連
と
共
催
で
、
5
月
8
日
〜

14
日
の
期
間
、
各
院
所
・
事
業
所
で
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
発
信
等
を
実
施
。
ま
た
、
介
護
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
福
祉
部
会
が
14
日
に
倉
敷
駅
前

で
街
宣
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

新潟民医労は5月12日の昼休みに民医連と共同
で看護の日のスタンディングを実施。34人が参加
しました。
スタンディング前には「いい看護・介護がした

いから大幅増員・夜勤改善を」と題して、羽賀泰
子書記長が学習会を行いました。日本医労連の運
動の歴史と成果や看護職員の労働実態を話し、大
幅増員・夜勤改善の運動に立ち上がろうと呼びか
けました。

２０２２年「看護の日・看護週間行動」と「介
護を良くするアクション月間（５月）」は、
コロナ禍でむかえる３回目の行動として、感
染対策に留意しながら全国各地で工夫した
取り組みが行われました。寄せられた報告
から一部をご紹介します。

病院から地域へ 精神科医療改善の運動を

新 潟新 潟

岡 山岡 山

宮 城宮 城

愛
知
で
は
、
5
月
12
日
の
看
護
の
日
に

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
と
春
の
ド
ク
タ
ー

・
ナ
ー
ス
・
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
を
開
催
。
栄

で
集
会
・
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
（
愛
知
社

保
協
は
後
援
）
。
雨
模
様
で
し
た
が
、
17

団
体
か
ら
32
人
が
参
加
し
、
朝
日
・
中
日

・
毎
日
新
聞
、
共
同
通
信
、
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
の
5
社
が
取
材
し
ま
し
た
。集
会
後
は
、

2
年
半
ぶ
り
に
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。
「
看
護
師
増
や
せ
」
「
ケ
ア
労
働
者

の
処
遇
を
あ
げ
ろ
」
と
コ
ー
ル
し
、
雨
に

も
負
け
ず
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

全国交流集会は東京で開催

宮
城
で
は
、
5
月
13
日
に
署
名
街
頭
宣
伝
を
仙
台
駅
前
で
実

施
。
35
人
が
参
加
し
、
署
名
2
3
5
筆
を
集
約
し
ま
し
た
。
翌

14
日
に
は
、
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
学
習
会
を
行
い
、
新
人
を
中
心

に
50
人
が
参
加
。
日
本
医
労
連
・
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員

長
を
講
師
に
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
の
歴
史
や
署
名
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

愛 知愛 知


